
様式第２号（第９条関係） 

 

 〇年 〇月 〇日 

 

宇部・山陽小野田消防局 消防長 様 

      （ 〇〇 消防署長） 

 

              防火（防災）管理者 住 所○○市○○町○○番◯◯号 

                                          氏 名  ○ ○  ○ ○ 

                                        (連絡先 ℡ ○○－○○○○  ) 

 

                  管理権原者 住 所○○市○○町○○番◯◯号 

                                          氏 名 ㈱○○ 代表取締役◯◯ 

                                        (連絡先 ℡ ○○－○○○○  ) 

 

自 衛 消 防 訓 練 届 出 書 

 消防法施行令に定める消火訓練及び避難訓練を下記のとおり実施しますので、消防法施

行規則第 3 条第 11 項及び第 51 条の 8 第 4 項の規定により事前に届出します。 

記 

事業所の所在地  ○○市○○町○○番◯◯号 

事業所の名称等  株式会社◯◯ 業 態 物品販売 

担 当 者 氏 名 ◯◯ ◯◯ 連絡先 ○○－○○○○ 

訓練実施日時  ◯年 ◯月 ◯日 (◯)   ◯時 ◯分 ～ ◯時 ◯分 

訓 練 種 別 
1 総合  2 部分 (通報･消火･避難)  3 防災 

参加 

人員 
○○人 

使
用
設
備
等 

警    報 1 自動火災報知設備  2 非常放送設備   3 非常ベル   4 消防機関へ通報する火災報知設備 

消    火 1 消火器  2 屋内消火栓設備  3 その他(       ) 

避    難 1 誘導灯  2 避難器具(       ) 

職員の派遣 要 ･ 否 消防車両の出向  要 ･ 否 水消火器 要（ １ 本）･ 否 

訓 
 
 

練 
 
 

内 
 
 

容 

（例）１階厨房からの出火を想定して、総合訓練を実施する。 

通報は、実際に１１９番通報を行います。 

 

 

備        考 
 

1 具体的な計画を参加者に周知徹底し、安全管理に努めること。 
2 使用設備がある場合は、該当する番号を○で囲み事前に点検整備すること。(点検済みの設備等のみ使用可能) 
3 消防職員等の派遣を要望される場合は、具体的な計画を 7 日前までに消防局、または消防署と協議すること。 
4 訓練内容が記載しきれない場合は、実施要領などを添付し、「別紙のとおり」と記入すること。 

・簡潔に訓練の内容を記載します。また、消火・避難・通報を一連で実施する場合は

「総合訓練」とします。 

・通報訓練を行う際は、「実通報（固定電話・携帯電話）、模擬通報又は火災通報装置

による通報かを記入します。 

・提出方法は、提出先の消防署へ持参する。またはＦＡＸで提出してください。なお、

控えが必要な場合は、必要数を別に提出してください。 


